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要 結

緒 言

余等が鼓に鹹斑 と稱す るものは所謂alkali spotの 意である.満 洲に於 ける鹹斑の地形上か ら見

た諸性質に就ては已に報告 した ところであるが(1)本稿に於ては專 ら鹹斑の 析出物並びに鹹 斑の 鍾類

と其の 含有鹽 類 との關係 を明かにせんが爲め施行 した實驗 の結果 を報告する.

鹹斑の 種類に就ては巳に 著の一人(川 上)(1)が 先に報告 した ところであるが,護 者の便宜の爲

め其の 大様 を述べて置 く事が必要であ らうと思ふ.

鹹斑は形態上か ら此れ を三種 に大別する事が出來 る.即 ち(A)早 面鹹 斑,(B)低 面鹹斑,(C)隆

起鹹 斑の三者であるが其の 各の相異は不毛の部分が周圍の平 面 と同一平 面上にあるか,或 は低いか

高いかに依つて異る ものであつて,圖 示すれ

ば第一圖の 如 くである.此 の際周圍の平 面 と

不毛面との高低 差は一尺乃至三 尺内外 を普通

とす る.之 れ等の 所在地共の 他に就ては已 に

報告 した通 りである。

第 一 圏

(A) 準 面鹹 斑

(B) 低 面鹹 斑

(C) 隆 起鹹 斑

次に鹽類が鹹斑の表面に析出する速 さ即ち

實際に於ては鹹斑の表面に於ける析出鹽類の

量の多少に依つて大體二様に區別する.即 ち

それぞれ濃厚鹹斑及び稀薄鹹斑と命名する事

が出來る.濃 淡の差は大體鹹類の析出して居

る事を,容 易に認め得るか否かに依つて區別

したのであつて,伴 然たる區別は勿論困難である.

鹹斑の 表面の乾濕の 相異 に依つて も區別 し得る。即 ち乾 性鹹斑,濕 性鹹 斑が其れである.後 者の

場合の濃淡のPA別 は容 易ではない.
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第 二圖 土鹽 産 地 分 布圖

・印は土鹽産出地

第 三圖

満洲に於けるアルカり地帯の土民が謂

ふところの明鹹とは此の内の濃厚乾性鹹
げ

斑の 意であ り,暗 鹹 と稱する ものの 内に

は,乾 性稀薄 鹹斑及び濕性鹹斑 を含んで

居る.

楮本稿 に記載 する所の研究材料は悉 く

濱州線(ハ ルピ ン満 州里間の 鐵道)の 安

達満溝兩騨間 を其の 南北 に亘つて著 者自

ら採集 した ものである.此 の地方は從來

鹹斑の 析出 物 を利用 して食鹽 を製造 して

居た地方であつて,他 の地方の鹹斑 と或

は性質を異 にするか も知れ ない.果 して

性質が異 るか どうかは後 肩又稿 を改めて

報告 し度い と恩 ふ.

参考の爲め土鹽(鹹 斑 より製造せ る食

鹽)生 産地及び本稿記載の 研究材料採集

地の 地形,地 名等 を左の地圏 を以つて示

す事にする.

試料採集地,採 集點數,採 集期 日等は.

次の通 りで ある.

採集方針としては土鹽地帯(即 ち鹹斑

地帯であって,土人 は城鍋 又は域溝 と呼

んで居 る.)の 析出物 を對照と して共の垂

直的分布,析 出地(不 毛地 即ち鹹斑)と

草生地の比較,外觀 の乾濕,標 高差,湖

沼(泡 と稱せ られ る)か らの距離の 相異

色相等 を對象と して考察す る事 と した.

第 二章以下第六章までは研究の結果 を上.
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掲諸要素に基いて取纏めた もので,本 研究の結論と見做す可きものである.採 集地點に於ける周圍

の状況は第七章に略記 した.

本研究の内容は五百萬町歩と稱せ らるる廣漠た るアルカリ地帯の内から僅かに32點の試料を採集

して此れに依つて得た結果であるから,勿 論断定的な結果を示す事は困難であるが共の一端を窺ひ

得る事と信ず る.

試料採集の爲には當時の專賣總局鹽務科長高谷大二郎氏,同 技正佐野忠吉氏其の他の御好意に俟

つととろが多かつた.茲 に厚 く感謝する次第である.又 青木,村 田兩君には分析の助力を煩はす事

水 溶 性 物 質の 化 學 的 成 分 と

(註)No.9,12,31,22,27,30は 試 料不 足 のた め陽 イオ ン の分 析 は 行 へ な か つた.
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が多かつた.此の點 も亦厚 く謝意 を表する.(満 洲國大陸科學院に於て) .

第 一 章　 實驗 結 果

試料(風 乾)500gを 取 り1Lの 蒸溜水 を加へ,良 く攪伴 し約4時 間静 置後濾過 し,沈 澱 には再

びlLの 蒸溜水 を加へ攪伴 濾過 し,更 に一囘 上記の操作 を繰返 し全濾液は蒸發 皿で蒸發 乾涸 し,分

析に供 した.濾 過困難なる試料 は選心分離器を使用 した.水 溶物の 化學的成分 と陽 イオ ンと陰 イオ

ンの各成分の 割合,色 相(Lovibond Tintometerを 使用 し1%溶 液1cm液層の 色相 を測定 した),

水溶物の 含量は次の如 くである.

其の 含 量(原 物 中%)
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第 二 章　 鹹斑土壌の水溶物含有量

供試材料 と して選 んだ ものは大體 濃厚鹹斑の 表土であるが其の 水溶物含有量は14例の平 均28.870

%で,最 高59.310%(試 料No. 10),最 低6.489%(試 料No. 1)で あつた.(No. 16は 鹹斑の表

土 に非 ざる爲め此の 計算から除 外 した).

土 人が土鹽製造の原土 とす るものは1昭じく鹹斑の 表土ではあるが,豫 め自然の表面 析出物を除

去 して四～五 日後薪たに析 出物 を見 るに到つた際の 表土であつて,成 分其の 他自然の状態に於ける

もの とは異つて居 る.此の土 鹽原土の 水溶物含有量は二例(No. 17,18)の平 均24.895%で あつたる

.濕性鹹斑は概 して水溶物の含有量が少い傾向にある ものの如 く,今次の 試驗 では僅 々二例(No.

2,No.28)し か ないので明確ではないが,二 例の平 均 は9.167%に 過 ぎない.比 較的含有量の多い

方で も11.845%で 少い方 は僅かに6.489%に 過 ぎながつた.

地域別に表土の 水溶物の含量 を見 ると最高は康家園子の 表土2點(No. 7, No. 10)で 何れ も50%

一台である
.次 は四撮房でNo. 24の40%台,他 は30%台 が七行に2點,康 家園子に1點,青 艮泡

に1點の 計4點,20%台 は四撮房,榮 家園子,青 艮泡に夫 々1點 宛,10%台 は楊 台窩棚に2點,

康 家園子 に1點 計3點,10%以 下は青艮泡に1點 あるのみである.

同 じ表土で も草生地と其れに隣接 した不毛地 とでは,共の 水溶物の 含量は非常 な相異を示す もの

で,次 表の 如 くである.

草生地 と不毛地 との水溶物 含量比較(%)

同一地域で約60cmの 高低差の あ るNo. 16とNo. 13で は高所(No. 16)の13.014%に 封 し

低 所(No.13)は33.401%で2倍 以上の 多量となつて居 る.此の點 は大杉 博士及び森 田氏等の 研究

結 果 と 一致 する(2)(3).

以上は李面的に表土の みに就て観察 したの であるが,次 に共の 垂直的の變 化を見 よう.

水溶物含量の垂直的分布表

即ち表土 と比較 して直下1Cmで 既 に表土含鹽量100に 樹 して共の20～10%に 減 少 し,10～12

cmで は表土の3～2%に 過ぎ ない.本 試料の 關する限 りでは土鹽 を垂直的分布の觀點 か らすれば

其の 堆積 量は極 めて貧弱と考へ ざるを得ない.
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第 三 章　 水溶物の化學 的成分の深度及び標高による變移

第一章の 實験結果 中から垂直的に採集せる試料の 康家圍 子の3例,四 撮房,榮 家圍 子,青 艮泡の

各1例,計6例 を抽 出してCIA, SO4", HCO3'+CO3"に 分けて陰 イオ ンの變化 を觀察 しよう.

水溶物化學的成 分の 垂直的分布

(註) 四撮房 の表土ごし て はNo. 18か あ るか採 土 後4～5日 を經過し て か らの土鹽 原土 でNormal

の ものご考 へ られ ない爲 表 には加へ なか つた.

土表 に就 いて見るに先づCl'は 総て表土が直下 よりも含量が低 く,又10～12cmのもの よりも少

ない.康 家園子の第一例では表土は直下の半分に近 く,青 艮泡ではCl'の 含量は極 めて少ないが矢

張 り表土は直下よ りも少 く約3分の1に 過 ぎない。

SO4"は 榮家園子の1例 を除いて總 て表土が直下 よ りも含量が高い.即 ち榮家園 子の如 きはCO3".

HCO3'の 含量が極 めて多 く,此 れが 腐植 を溶解 して黒色 に汚染 した所謂81ack Alkaliで 且Cl',

SO4"の 含量の極 めて少い ものが例外 となつて居 るにすぎない.Cl'とSO4"との 關係は表土 と其の

直下1cmで 逆 となつて居 り,表 土 はSO4"が 優越 し,直 下1cmはCl'が 優越 して居 る.

HCO3'十CO3"に 就いては深度に依 る憂 化は認め られない.

次 に同一地點 で約60cm高 低差の あるNo. 16とNo. 13を 比較する.
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即 ち高 くなればCl'は 減 じSO4"が增 加 して居る.CO3", HCO3は 大 した變 化は認められない.

即 ち上記の垂直的分 布 と一致 した結果になつて居 る。

泡 か らの距離の遠 近に依る差異は次の 如 くである.

泡か ら遠 くなればCl'が 減 じSO4"が增 し,近 くなればCl'が增 加 しSO4"が 減 じて居 る.

CO3"はNo. 13が斷然 含量が 高い.

大體 標高差及び表 土と直下の 差 との關係と 一致 して居 る.

第 四 章　 色相 と化學的成分 との關係

大體Yellowを 基調 とした色相 を示 したのでYellowを 基準として其の色調の 大 なる ものより小

なるものへ順次陰 イオ ンの含量 を比較 し色相 と化學的成分 との關係 を観察 しよ う.

水溶物の色相 と化學的成分比較

色相 とCO3"+HCO3'は 大體平 行 して居 り,Yellow の 濃厚 なもの程其の含 量は高い傾向がある.

此 れは炭酸鹽,重 炭酸鹽 による腐植の 溶解作用の爲であると考へ られる.然 しNo. 1の 如 く色 相 が

濃 厚で もCO3"十HCO3'の 含量の極 めて少量の ものや又反對 にNo. 13の 如く色相が淡 くCO3"十
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HCO3'の 含量が高 い異例 も認 められ る.No. 23はYellowが 淡 くCO3"+HCO3'が 高い がRedが

相當強い.SO4", Cl'は 色相との關係は認められない.

第 五 章　 色 相 と 深度 の 關 係

色相 と深慶との關係 はfiの6例 で,表 土 と直下 とは大艦表土は表面か ら5mm以 内であ り,直 下"

は表土 を除 いてか ら更に約1cmの 厚 さの部分である.

色 相 と 深 度 關 係 表

大艦 に於て表土或 は表面析 出物 は直下或は夫れ以下に比較 して色が淡い.榮 家圍 子,青 艮泡 は何

れ も直下が極めて顯著に色が濃 く,康 家圍子の第2例 は10～20cmが著 しく黄色の 濃度が高い.

第 六 章　 鹹斑の種類 と化學的成分

アルカリ 地帯 に於ける所謂土鹽 に關する各種の事項に亙 る外部的観察は先 に報告 した通である.

稀薄鹹斑 とは含有鹽 類が土鹽製造に利 用 し得ない程度の濃度の ものである.此の 正確 な定義を可

溶成分の 含量,或 は堆積量で決定す る程の嚴格な ものではない.濃 厚鹹斑 は土鹽 として利用 し得 る

程度の可溶域分(勿 論鹽化物 として)を 含有 して居るもので ある.

濃厚鹹斑 は乾性 と濕性 とに分類せ られ,大 鰐乾性の ものが大部分 を占めて居 るが,No.2, Na.28

の2點 即ち彰福 窩棚,青艮 泡の各1例 が濕性である.

濕性鹹斑に於ける化學的成 分の特徴 としてはCa", Mgが 他の 試料 に比較 して含量が高い點であ

る.即 ちCa, Mg.の 鹽化物が潮解性 を有す るの に起因 して居 る.

共の外に特 に異 なる點 は發 見出來なかつた.平 面鹹斑,低 面鹹斑,隆 起鹹斑の 三者 を本研究試料
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に就いて地域別に擧 げると次の如 くである。

平面鹹斑　 康家圍 子,四 撮 房,揚 台窩棚,青 艮泡,七 行.

低面鹹斑　彭福 窩棚.

隆起鹹斑　 榮家圍 子.

平面鹹 斑が大部分 を占め低面鹹斑,隆 起鹹斑 は夫 々1箇 所の みである.

本鹹斑の 化學的成分の 三範疇(陰 イオ ンCl',SO4", CO3"+HCO3')に 於 ける地理的分布の調査,

jr.直的分布の變 異,或 は成因に關する研究は土鹽利用上 に も農地 としての改良方法の 究明の爲に も

最 も重要 なる事項に屬 すると思ふ.

今共の化學 的成分 を代表的 な表土から選出 して共の 特性 を知 らう.

平面鹹斑 は康家嗣 子
,隆起 鹹斑 は榮家圍 子,低 面鹹斑は彭福 棚の 各試料 をとり表記する.

鹹 斑 別 化 學 的 成 分 含 量 表

平面鹹斑はSO4"が 最 も優越 しCl'が これに次 ぎ,隆 起鹹斑はCO3",HCO3'の 含量高 くSO4',

Cl'は 極 めて少い.低 面鹹斑 に在つてはSO4"が 最 も多 くHCO3', CO3"が これに次いで居る。叙

上の 事實 を解 り易 くすれば次 の如 くで ある.

平面鹹斑　 SO4"＞Cl'＞CO3"＋HCO3'

隆起鹹斑  CO3"+HCO3'＞SO4", Cl'

低面鹹斑  SO4"＞CO3"+HCO3'＞Cl'

色は低面鹹斑,隆 起鹹斑,平 面鹹斑の順序で淡色になつて居 り,平 面鹹斑 は所謂Wh三te alkaliで

あ り,他 はBlack alkaliと 謂へ よう.

第 七 章　 試料採集地の外觀 と化學的成分 との關係

No. 1 楊 台 窩 棚(肇 州縣)

曾 て土鹽の 生産 されだ場所 よ り稍高い地表に白色微紛たなつて析出 して居 るの を掌で採集 した も



468 川 瀬 金 次 郡,何 芳 隣,川上 行 藏 [農化 第15巻

の で,土 民 は此處 か ら は 多 量の 土 鹽 は生 産 せ られ な い と稱 して居 た.其 の 主 分 は 陽 イオ ンはNa

,陰 イオ ンで はSO4"が9割 以 上 を 占 め,殆 ん ど 大 部 分 が 芒 硝 で あ る.

No. 2. 楊 台 窩 棚.

比 較 的 低 濕 で 且 つ 水 分の 多 い表 土 でNo. 1と同 様 不 毛 地 で あ る.陽 イオ ンで はNa.が 最 も多い

が,Ca", Mg"が 夫 々2158%,13.07%も 含 ま れ て 居 り,陰 イオ ン で はCl'が 最 も多 く77.10%

SO4"が21.34%で 他 は極 め て 少 い.現 地 の じめ じめ して 居 るの はCa",Mgの 鹽 化 物 の存 在の爲

で 濕 性 鹹 斑 と稱 す べ き で あ る.

No. 3. 彭福 窩 棚(肇 州 縣).

後 八 幡 小城 子 ど彭福 窩棚 と の 中 間 低 濕 地の 表 土 で 標 高165～170m,不 毛 地,白 色 析 出 物 を含 む

Na'が 陽 イオ ンの 大 部 分 を占 め,陰 イオ ンで はSO4"が5.25%を 占 め,他 はHCO3'が21.3

7 %,CO3"が20.39%,色 は濃 厚 黄 褐 色 で 有 機 物 の 含 量 が 大 な る もの の 如 くで あ る.

No. 4. 彭福 窩 棚.

No. 3と 同 時 に 採 集 した が,其の 地點 は 雑 草の 繁茂 せ る革 生 地 で 表 士 で あ る.No. 3の 隣 接 地に

な つ て 居 る.水 溶 物 の 含 量 はNo.3の 約5分の1陽 イオ ンで はCa", Mg"が 夫 々11.33%,5.31,

を 占 め,No. 3よ り も著 る し く相 違 し,又 陰 イ オ ンで はCl'が85.17%でNo.3よ り も格 段 と多 く,

SO4"は13.20%でNo.3の4分の1に 減 じ,CO3", HCO3'も1%以 下 しか 含 まれ て 居 な い.

No. 5.七 行(肇 州 縣).

標 高 は165～170m,草 地 よ り距 る こ と約3mO不 毛 地 の 表 面 析出 物 で あ る.地 表の 鹽 類 は粗 桑

で あ る.陽 イオ ンはNaが 殆 ん ど全 部 即 ち98.19%を 占 め,陰 イ オ ンで はSO4"が60.46%,即ち

其の半 分 以 上 を占 め,芒硝 が 主 成 分 と な つ て 居 る.

No. 6. 七 行.

No. 5を 隔 る約5mの 表 面 析 出 物 で あ る 。 赤 褐 色 を呈 し,土 民 は 下 等 土 鹽の 原 土 な りと稱 して 差

た.陽 イ オ ン はNa'が97.14%で 殆 ん ど全 部 に 近 い.陰 イオ ンはSO4"が62.29%で半 分 以 上 を 己

め,他のCl', CO3"も 略No. 5と 等 しい.即 ちNo. 5 No. 6何 れ も表 面 析 出 物 の 主 成 分 が 芒硝で

あ る點 は注 目す 可 き で あ る.

No. 7. 康 家園 子(肇 州 縣).

標 高 は165～170m土 鹽 生 産 地の 表 面 析 出 物 で あ る.土 鹽の收 量 は 原 土1石 か ら土 鹽150斤 内外

が 得 られ る と云 ぶ 。陽 イオ ン はNaが 多 く9+.30%でMg"が4.64%で あ るの が 注 目 を要 す る.

陰 イ オ ンで はSO4"が61.87%で 最 も多 く,Cl'が36.65%で これ に次 ぐ.矢 張 り芒硝 が 主成 分 であ

る 。水 溶 物 の 含 量 は 極 め て 多 量 で あ る.

No. 8. 康 家圍 子 。

No. 7の 直 下1cmの 厚 さで 採 集 せ る もの で 先 づ 水 溶 物の 含 量 が5.083%とNo.7の10分のl

しか 存 在 しな い.

陽 イ オ ンで はK'が増 加 せ る 以 外 はNo. 7と 相 違 な く,陰 イオ ンで はCl'がSO4"よ り も多 く,

No. 7と 丁 度 反 封 で あ る.

No. 9. 康 家園 子.

No. 7の 直 下10～12cmで 水 溶 物の 含 量 は極 め て 少 くNo. 8の5分の1で あ つ た.陽 イオ ン は試
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料 不 足 で 分 析 出 來 な か つ た.

陰 イオ ンで はCI'が 最 も多 く,SO4"こ れ に次 ぎ,No. 8と 大 して變 りは な い.

No. 10. 康 家圍 子 .

No. 7,8,9の 採 集 鮎 を距 る12歩の 草 地 に隣 接 せ る赤 褐 色の 析出 物 で あ る.水 溶 物 の 含 量 は 最 も

多 く59.310%で 陽 イオ ン はNa'が壓 倒 的 に 多 く,陰 イオ ンで はSO4", Cl', CO3",の 順 序 で 何 れ も

相 當 含 まれ て 居 る.

No. 11 康 家圍 子 。

No. 10の 直 下1cm,水 溶 物 の 含 量は10分 の1,陽 イ オ ン はNaが 最 も多 い.陰 イ オ ンはCl',

SO4", CO3"の 順 序 に な つ て 居 る .

No. 12.康 家圍 子 。

No. 10の 直 下10～12 cmで水 溶 物 の 含 量はNo. 11の5分 の1に 過 ぎない.陽 イオ ンは 試 料 不 足

の 爲 分 析 出 來 な かつ た.陰 イオ ンはCl'が 約 牛半分を 占 めSO4", CO3"が これ に次 いで居 る.

No. 13.康 家圍 子.

湖 岸 迄50～60歩,No. 7の 採 集 地點 か ら650歩 の 地點 で 其の 表 面 折 出 物 を採 集 した もの で あ る.

 析 出 物 は 非 常 に 硬 い.斯 る状 態 の もの1石 か ら 中等 土 鹽100斤 が 得 られ る と云 ふ 。陽 イ オ ンでkl Na'

が 殆 ん ど全 部 を占 め,陰 イオ ンで はCl'が 全體 の 約半 分,他 はCO3", SO4"の 順 序 と なつ て 居 る.

No. 14. 康 家圍 子 。

No. 13の 直 下1cmで 水 溶 物の 含 量 は 地 表の10分 の1に す ぎ な い.陽 イオ ンはNa.が斷 然 多 く,

陰 イオ ン はCl'が 約7割 を 占 め 他 はCO,", SO4"が半 分 宛 に な つ て 居 る.

No. 15. 康 家圍 子.

No. 13の 直 下10～12cmで 水 溶 物 の 含 量 は 地 表 下1cmに 比 較 して約3分 の1,陽 イオ で は

Naの みが 最 も多 く,陰 イオ ンで はCl'が 過 牛 を 占 め て 居 る.

No. 16. 康 家圍 子.

No.13よ り.10歩 離 れ た 表 土 でNo. 13の 採 集 地點 に比 して約60cmの 高 所 で あ る 。No. 13に 比

較 して 水 溶 物の 含量 は約3分 の1で あ る.陽イオンで はNa'が 断 然 多 く,陰イオン で はCl', SO4"

 が 略 等 量 でNo. 13に 比 較 してSO4"が 増 加 しCl'が 減 じて 居 る.

No. 17. 四 撮 房(肇 州縣).

標高は165～170mで 康家圍の 同一湖岸康家圍 子の 北方約2里 の地點 で土民が土鹽 を製造す る

 爲に秘かに採集 して置いた 給のである.中 等土鹽が得 られ るだ らうと稱 して居た ものであ る。水溶

物 の含量は餘 り多い とは稱 され ないが,陽 イオ ン.中Naが98.37%,陰イ オ ン中Cl'が81.39%を

古 めて居 る.即 ちNaClが 殆ん ど大部分 を占めて居る.

No. 18.四 撮 房.

No. 17の 周稱 で採土後4～5日 を経過せ る地上の析出 物 を土民の採集法 と同様の 方法で鹽把子 で

採集 したる もので陽 イオ ン中Na'が98.07%,陰 イオ ンではCl,が82.72%を 占めて居 る.即 ち

NaClが 殆ん ど大部分 を占めて居 る.

No. 19.四 撮 房.

No. 18の 直下1cmで水 溶物め含量は地表の 約5分 め1,陽 イオ ンではNa'が斷 然多 く,陰 イオ
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ンで はCI'が 幾 らか減 じSO4", CO3"が 増 加 して 居 る 。

No. 20. 四 撮 房

No. 18の 直 下 玉0～12cmで 水 溶 物の 含 量 はNo. 19に 比 し約3分 の1,陽 イ オ ン妹Na, K'が

減 じ,Ca", Mg"が 増加 し,陰 イオ ンで はCl', SO4"が 幾 分 減 じ,CO3", HCO3"が 増加 して 居 る.

No. 21 四撮 房

No. 18の直 下 約20cm,試 料 不 足 で 陽 イ オ ンは 分 析 出來 な か つ た.水 溶 物の 含 量 は減 じ,陰 イオ

ンはNo. 20と 大 した 差 異 は 見 出 され な い.

No. 22.四 撮 房

No. 18の 直 下 約30cm, No. 21と 同 様 試 料 不 足 で 陽 イオ ンの 分 析 は 出 來 な か つ た.水 溶 物の 含 量

及 び 化學 的 成 分 は何 れNo. 21と 大 して逕 庭 は 見 られ な い.

No. 23. 四 撮 房.

No. 18の 採 集 地の 附 近 で枯 死 せ る 草 地 に 析 出 した 赤 褐 色の 析 出物 を掌 で 採 集 した もの で,水 溶 物

の 含 量 は 相 當 多 く,陽 イ オ ンはNa.が 殆 ん ど大 部 分 を 占 め,陰イ オ ンで はCl', SO4", CO3"の 順 序

で 相 當 混 在 して 居 る.

No. 24. 四 撮 房.

No. 17の 近 くの 比 較 的 粗 髭 な 白 色 析 出物 で水 溶 物の 含 量 は極 め て 高 い.陽 イ オ ンは Naが 大 部 分

で 陰 イ オ ンはCl', SO4"が 略 等 し く何 れ も4割 以 上 含 まれ て 居 る 。

No. 25. 榮 家圍 子(安 達 縣).

襟 高 は165～170m大 同 鎭 と安 達の中 間 不 毛 地の 表 土 で 析 出 物 を含 む.周圍 草 地 よ り梢 高 い.

所 謂 隆 起 鹹 斑 に相 當 す る.水 溶 物 の 含 量 は 相 當 多 く,陽 イオ ンはNa'が 最 も 多 く,陰 イ オ ンは

CO3", HCQ3'が全體の96.6%を 占 め他の 試 料 と全 く異 つ て 居 る.

No. 26. 榮 家圍 子.

No. 25の 直 下1cmで 水 溶 物 の 含 量 は 直 上 部 のNo. 25の15分 の1に 過 ぎ ない.陽 イオ ンで はNa'

が 減 じ,K', Ca", Mg"が 夫 々幾 らか 増 加 して 居 る.陰 イオ ンで はNo.28と 同様CO3",HCO3'が

非 常 に 含 量 が 高 い.色 は濃 赤 褐 色 でNO2'の 含 量 は最 高 で あ る.

No. 27. 榮 家圍 子

No.25を 距 る1mの 草 地 の 表 土 で あ る.水 溶 物 の 含 量 は極 め て 少 く,植 物 の 生 育 可 能 で あ る 。

陽 イ オ ンは 試 料 不 足の 爲 分 析 は しな か つ た.陰 イオ ン はHCO3', CI', SO4", CO3'の 順 序 で 夫 々相

當 量 混 在 して居 る.NO2'の 含 量 も相 當 高 い.

No. 28. 青 艮泡(安 達縣).

標 高 は140～150m,濕 度 の高い 不 毛 地 の 表 土 で あ る.原 土1石 よ り中等 鹽40斤 を得 る と量 ふ.

水 溶 物 の 含 量 は 割 合 少 く,陽 イオ ンはCa'., Mg"が 約3割 を占 め て 居 る.陰 イオ ンで はC1', SO4"

が 略半 量 を 占 め て 居 る.CO3", HCO3'は 極 め て 少 い 。 濕 性 鹹 斑 と稱 す べ きで あ る.こ れ はCa",

Mgの 鹽 化 物 に 原 因 す る もの と考 へ られ る.

No. 29.青 艮泡.

No. 28の 隣 接 地 の 白 色 析 出 物 で水 溶 物の 含 量 は 極 め て 高 く,陽 イオ ンで はNa'の 外 にMgが

17.39%も 含 まれ て 居 る.陰 イオ ンで はSO4"が8割 を 占 め大 部 分 硫 酸 曹 達 で あ る.
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No. 30. 青 艮泡.

草地の表土でNo. 28の 地點 か ら約10mは なれた雑草の發 育の良好 な地點 である.水 溶物の 含量

は極 めて少 く,陽 イオ ンは試料不足で分析 は出來なかつた.陰 イオ ンはCl',SO4"が 主成分 となつ

て居 る.

No. 31. 青 艮 泡.

No. 28よ り約100mは なれた地點 の赤褐色の 析 出物 を採集 した もので,水 溶物の 含量は比較的

多量であつた.陽 イオ ンではNa'が斷 然多 く,陰 イオ ンではSOS"が 約半 量で他方CO3", HCO3'

が4割 近 く存在 し試料の 赤褐色 を呈す る事實はCO3", HCO3'に よる腐植溶解作 用の結 果であらう.

No. 32.青 艮 泡.

No. 31の 直下1cm粗 霧で黒色を呈 して居 る.水 溶物は表面の約5分の1で 陽 イオ ンはNa'が 大

部分 を占め陰 イオン ではSO4"が 約4割,CO3", HCO3'が 約5割 を占め,水 溶液の色は極 めて濃

厚であ る.

第 八 章　 鹹 斑 土 壌 の 理 學 的 性 質

既記32點 の試料に就 て陶汰分析 をA.S.K法 に依 り實施 したが共 の結果は次表の 如 くである。

土 鹽 原 土 の 理 學 的 成 分 表
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(註) 1.土 壌 の命 名及 び分類 は 口本農 學會 法 に依 ろ.

２. 含 量 は原 土100分中 であ る.

理學 的成 分 と化學的成分 との關係は見出 されない.上 記試料は埴 土8點,埴 壌土11點,壌 土7

點,砂 壌土5點,砂 土1點 となつて居 る.

要 結

鹹斑 に關連せ る各種にの試料 に就 き,其 の理化學的性質 と野外的觀 察の連鎖の 下に其の結果 を綜合

し種 々の角度 より其の特 性 を求めた.

以下項 を分 けて簡單 に要約する.

(1) 土民が土鹽製造用 として採集せ る原土の 水溶物の含量は平均24.895%,廣 義の土 鹽原土た

る各地表土の 水溶物の含量は28.870%で あつた.草 生地 と不毛地が隣接 して居 る場合草生地の 含量

椎極めて少ない.同 一地點 では高所が低所 よりも含量が 少 く60cmの 差で半 分になつて居 る.表 土

と其の1cm直 下では含量が20～10%に 減 じ,更 に其の10cm下 贋では表土の 水溶物の 含量の3～2

%に 過 ぎない.

(2) 水溶物の 化學的成分 では陽 イオ ンはNa'が 絶對 的に 優勢で99～62%を 占め,所 謂濕性鹹

斑の 場合に限 りCa',Mgが 比較的 多く全量の約35%含 まれ るもの もあつた.陰 イオ ンではCI',

SO4", HCO3', CO3"が 外圍の 條件に應 じて種 々の割合で増減 して居る.特 にCl'とSO4'との 量的

關係は注 目すべきものが ある」即ちCI'は總 て表土が直下よ りも含量が低 く,SO4"は 榮家圍 子の 一

例 を除いて総て表土が直下 よ りも含量が高い.肉 眼的に析出物を認 め得る表土(鹹 斑土壌)で 乾性

の ものはSO4"がCl'よ りも多 く,共の1cm直 下では常にCi'がSO4"よ り多い. Ca", Mg"の 含

量の 高い 所謂濕性鹹斑,泡(湖 水)に 近 い表土及び CO3",HCO3'に 富んだ赤褐色の析出物 を含有

す る表土は例外でCl'がSO4"よ りも含量が高い.土 法による土鹽採集用原土はClがSO4"よ りも

著 しく多い.CO3", HCO3'に はCl', SO4"に 見 られ る様 な特 性はなかつ た.猶NO3', NO2'が 相當

含有 され此の で海鹽 と區別出 來る.

(3) 土鹽原土の水溶物の色相はYellowを 基調 とせ るもので,共 の濃度はCO3", HCO3の 含量

と大鐙平行 しYellowの 濃いい ものは共 の含量 が高い.こ れ はCO3", HCO3'に 依 る腐植の溶解せ

るに基因すると思はれ る.Cl', SO4"は 色相に關係がなかつた.猶 表土 は直下1cm或 は其れ以下

よ りも色が淡い.

(4) 平面鹹斑はSO4"が 最 も多 く,CI'こ れに次 ぎ,隆 起鹹斑 はCO3", HCO3'の 含量高 く,

SO4", C1'は 極 めて少い.低 面鹹斑 はSO4"が 最 も多 くCO3", HCO3'こ れに次い で居 る.

(5) 各試料の 理學的成分 を見 るに埴土8點,埴 壌土11點,壌 土7點,砂 壌土5點,砂 土1點 で

あつた.
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